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平成２５年第６回那須塩原市議会定例会 

 

議 事 日 程 （第６号） 

 

                            平成２５年１２月９日（月曜日）午前１０時開議 
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            （提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第１０ 議案の各常任委員会付託について 

日程第１１ 請願・陳情等の関係委員会付託について 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（中村芳隆君） おはようございます。 

  散会前に引き続き、本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は26名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（中村芳隆君） 本日の議事日程は、お手元

に配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（中村芳隆君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 平 山 啓 子 君 

○議長（中村芳隆君） 初めに、23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 皆様、おはようございま

す。 

  議席23番、公明クラブ、平山啓子でございます。 

  一般質問をさせていただきます。きょう最後の

質問者となりましたので、よろしくお願い申し上

げます。 

  ３項目質問をさせていただきます。 

  まず１項目め、防災対策についてお伺いいたし

ます。 

  最近、異常気象による洪水、土砂災害がふえて

おり、各自治体には避難対策の強化が求められて

いるところです。本市におきましても、先月、市

民参加型の防災訓練が実施されたところです。台

風30号によるフィリピンの被害は、子どもや女性、

老人の犠牲者が多く、東日本大震災とも重なり心

が痛みます。日本も、この地域も決して安心はで

きません。そこでお伺いいたします。 

  ⑴災害時に自力で避難することが難しい災害時

要援護者の名簿作成の進捗状況とその活用につい

てお伺いいたします。 

  ⑵要援護者、障害者を含め日ごろの避難訓練や

避難所運営のシミュレーションはできていますか。

また、誰でも避難所を立ち上げられるような簡易

な避難所運営の手引きを作成してはどうか、お伺

いいたします。 

  ⑶市内小中学校、公共施設などの指定避難所全

ての防災倉庫の設置状況と今後の設置計画につい

て、お伺いいたします。 

  ⑷現在設置されている防災倉庫の備蓄品の明細

とその備蓄品で十分かどうか、お伺いいたします。 

  ⑸市内公共施設に設置している自動販売機を、

災害時の飲料に利活用できる仕組みを導入するお

考えがあるかどうか、お伺いいたします。 

  ⑹3.11以降、指定避難所として適さない施設も

見受けられると思いますが、今後指定避難所全体

の見直しのお考えをお伺いいたします。また、道

の駅に防災拠点の機能を持たせる考えがあるかど

うか、お伺いいたします。 

  ⑺女性の視点を反映させるため、町内外から選

出した女性のみで構成される（仮称）防災女性部

会を設置してはどうかお伺いいたします。また、

女性だけの防災訓練を実施してはどうか、お伺い

いたします。 

  以上１項目めの質問となります。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君の質問に

対し、答弁を求めます。 
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  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） １の防災対策につ

いて、私からは１番の⑴と⑵についてお答えをさ

せていただきます。 

  初めに、⑴災害時要援護者の名簿作成の進捗状

況とその活用についてですが、高齢者、障害者な

ど避難や避難所での生活に支援が必要な市民を対

象とした災害時要援護者台帳の整備は、平成22年

度に開始し、自治会、自主防災組織、民生委員・

児童委員の協力をいただきながら希望者の登録を

進めており、登録者数は10月末現在で343名とな

っております。 

  その活用については、本人の同意を得た上で、

市、警察、消防署並びに自治会、自主防災組織、

民生委員、児童委員などの支援関係組織、さらに

は台帳に記載された避難支援者の間において、情

報を共有化し、災害発生時に迅速な避難支援や安

否確認を行うこととしております。 

  なお、引き続き情報の収集と共有に理解を求め、

登録希望者の拡充に努めたいと考えております。 

  次に、⑵日ごろの避難訓練の避難所運営のシミ

ュレーションはありますか、また、誰でも避難所

を立ち上げられるような簡易な避難所運営の手引

きを作成してはどうかというご質問について、お

答えをさせていただきます。 

  市地域防災計画の改定にあわせ、平成25年３月

末に災害時の避難所開設運営に携わる職員及びそ

の業務を明確にするため、避難所運営マニュアル

を策定したところです。今年度になり、避難所担

当職員を配置し、職員説明会を開催するなど運営

体制を整備いたしました。今年、９月16日に台風

18号が日本を直撃し、土砂災害警戒情報が発令さ

れた際には、該当地区の指定避難所の開設がマニ

ュアルに基づき円滑にできたものと考えておりま

す。また、11月の市総合防災訓練においては、台

風の接近により雨が降り続き土砂崩れ発生の危険

が高まっているとの想定で、地元の自主防災組織

等の参加を得て、避難所開設、運営について避難

所の施設及び設備の点検、受付の設置、避難者の

受け入れ、避難者名簿の作成、健康相談、設備、

物資、食料の確認、災害時有線電話の発信、市災

害対策本部への報告訓練を実施したところです。

これにより、避難所運営マニュアルに基づく実践

的な訓練ができたものと考えております。 

  なお、誰でも避難所を立ち上げられるような簡

易な避難所運営の手引きにつきましては、本来、

避難所は市長が市民の安全確保を優先に考えて指

定するもので、誰もが簡単に設置できるものでは

ないことから、その運営手引きを作成する考えは

ありません。 

  私のほうからは以上です。 

○議長（中村芳隆君） 総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 私からは、⑶から⑺に

ついてお答えをいたします。 

  まず、⑶の市内小中学校、公共施設などの指定

避難所への防災倉庫の設置状況と今後の設置計画

につきましては、これまで３庁舎を中心に防災備

蓄を行ってまいりましたが、東日本大震災の教訓

を踏まえ、迅速な物資搬送を考慮して分散備蓄の

整備を進めております。現在、15公民館に防災倉

庫を設置していますが、今後は公民館区ごとに２

カ所の小中学校を選定し、市内30カ所を地域拠点

として位置づけ、指定避難所45カ所に防災倉庫を

整備してまいりたいと考えております。 

  次に、⑷の現在設置されている防災倉庫の備蓄

品の明細とその備蓄品で十分かどうかにつきまし

ては、現在、大原間の防災備蓄品保管庫及び各支

所において食料品等を中心に備蓄をしており、缶

詰パン1,200食、アルファ米4,500食、ペットボト

ル水2,900本のほか毛布、紙おむつ、生理用品等
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の生活必需品や簡易トイレ、土のう袋などの資機

材を整備しております。 

  また、各公民館の防災倉庫には発電機、投光機、

暖房器具など避難所を開設した際に必要となる防

災資機材を中心に備蓄しております。しかしなが

ら、災害の規模によってはこれらの品目や数量が、

必ずしも十分であるとは言えないことから、今後

起こり得る災害の状況を想定した備蓄計画を策定

し、的確な整備を進めてまいりたいと考えており

ます。 

  次に、⑸の市内公共施設に設置している自動販

売機を、災害時の飲料に利活用できる仕組みを導

入する考えがあるのかにつきましては、災害時の

飲料の確保は、避難者等の生命を保護する上で必

要なことであり、市においては、飲料水の備蓄の

ほか、栃木コープ生協等との協定による流通備蓄

を行っております。 

  しかしながら、避難者への迅速な飲料提供のた

めには、避難所となる施設に設置する自動販売機

の活用も有効であると考えております。公共施設

への自動販売機設置に関しましては、入札制度の

導入も進めている中で、各飲料メーカーでは災害

時に対応したベンダー自販機を開発していること

から、避難所となる公民館や体育館等に設置する

ものについては、できる限りベンダー自販機を導

入するよう、入札、あるいは使用許可の際に検討

をしたいと考えております。 

  次に、⑹の指定避難所全体の見直しに関する考

え、及び道の駅に防災拠点の機能を持たせる考え

につきましては、本年６月に改正された災害対策

基本法に盛り込まれた施設基準等に照らし、指定

避難所の見直しを実施していく必要があるものと

考えております。具体的には現在指定している避

難所を全て再点検をし、土砂災害等の危険地区に

立地している施設や老朽化等により避難者の安全

確保等ができないおそれのある施設については、

指定解除をする必要があります。 

  また、近年は自家用車を使って避難する人も増

えており、道の駅を避難場所や災害時の情報提供

場所として整備していく動きが、全国的に広がっ

ています。市におきましても、３カ所の道の駅に

そのような機能を持たせることが大変有効である

と考えますので、備蓄品の整備や情報提供、設備

の設置など防災拠点としてどのような活用ができ

るかを研究してまいりたいと考えております。 

  ⑺の町内外から選出した女性のみで構成される

防災女性部会の設置と、女性だけの防災訓練の実

施につきましては、東日本大震災の教訓から防災

分野についても男女共同参画の重要性が指摘され

ております。 

  これまでは防災に関する計画策定や防災訓練の

実施に当たっては、男性が中心の防災関係機関等

が主体となっておりましたが、今後はできる限り、

避難所の運営、防災啓発、訓練の実施等さまざま

な場面で女性の視点が反映できるような体制づく

りを進めたいと考えており、防災女性部会の設置

も含め研究をしてまいりたいと考えております。 

  なお、女性だけの防災訓練につきましては、訓

練は男女の区別なく行われるべきであると考えて

いることから、現時点では実施をする考えはあり

ませんが、市や地域で行う防災訓練においては、

積極的に女性が参加できるよう働きかけをしてま

いりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） それでは、再質問をさせ

ていただきます。 

  まず⑴のただいまご答弁がありましたように、

災害時要援護者の名簿が10月現在で343名という

ふうにお伺いいたしました。これは平成22年から
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自主防、民生委員またその方の協力を得ながらつ

くったと思われますけれども、この数に余りにも

少ないのでちょっと驚いているんですけれども、

やはりこれまでは個人情報の保護の観点から名簿

の整備、また共有に二の足を踏む自治体が少なく

なかったと思います。 

  ある自治体では、毎年役員が交代する自治会に

名簿を提供すれば、個人情報が漏えいするおそれ

があるとの指摘を受け、なかなか名簿作成に着手

できなかったとも言われております。また、作成

したとしても、情報提供が進まず避難支援を行う

関係機関、関係者との情報提供ができていない自

治体も多い現状と言われておりますけれども、な

ぜ本市においてこの対象となる高齢者、また障害

者の方を対象としての作成というふうにご答弁が

ありましたが、やはり那須塩原市におきまして、

対象となる人の要件、例えば高齢者、障害者でし

たらどの区分であるか、また、なぜこのように進

まないのかお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） まず、対象となる

方の区分ということでございますが、高齢者につ

きましては、おひとり暮らしの方や要介護認定者

の方など、それから障害者の方であれば障害者手

帳をお持ちの身体、知的障害、精神障害などの該

当する方ということで整理をさせていただいてお

ります。 

  また、なぜに台帳の整理が進まないかという部

分につきましては、まず、避難支援者という方を

要援護者１名につき２名指定をしていただく。こ

ういった方については、地域の自治会の方でもい

いというふうにはしてありますけれども、なかな

かこの要援護者の方に対して２名の避難支援者と

いう方を指定するところがなかなか難しいという

ふうな状況がございまして、現在、343名、対象

者に対しては0.9％というような登録の状況とい

うことでございます。 

  また、これをもっと登録を進めたいということ

で、今年度におきましては自治会の方々を対象に、

７回ほど５月を中心に説明会を各地区ごとに開催

をさせていただき、実際に登録に当たっての困難

なところとか、運用に当たっての困難なところと

か、そういったご意見もいただきながら登録を進

めたいということで説明会を開催させていただい

ております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 那須塩原市におきまして、

今の対象者の要件なんですけれども、要介護度の

状態に合わせての区分、また障害程度の区分で、

またおひとり暮らしを対象として今進めていると

ころだが、なかなかその支援者につける２名の協

力が得られないということで、なかなか進まない

状況だということをお伺いいたしましたけれども、

その要介護度の状態の区分、また障害程度区分の

方のおおむねの那須塩原市全体の人数はどのくら

いいますでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 実際に要援護者台

帳登録の際には、要介護の区分ごとの指定は特に

しておりませんので、要介護認定者、実際には平

成25年４月１日の時点では、3,940名というふう

な把握をしております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 3,940人で、先ほど0.9％

というお答えをいただきました。全国でもかなり

なかなか策定が進まない状況ですけれども、全国
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平均としては67％という一応数字があるんですけ

れども、余りにも那須塩原市は少ないなと思いま

して、またその協力をしてくれる方も余りにも少

ないな、非常に残念だと思います。 

  また、来年の４月から改正災害対策基本法が全

面に施行されます。要援護者の名簿が自治体に義

務づけられます。改正案は、名簿を提供された人

への秘密保持義務を明記し、曖昧であった個人情

報の取り扱いが明確化されます。名簿は本人の同

意を得た上で、警察や消防、民生委員などにあら

かじめ情報を提供できる、また、緊急時には同意

がなくても必要な個人情報を提供できるようにな

るとも言われております。 

  災害発生時は、高齢者、障害者が犠牲になる割

合は極めて高いです。日本列島のどの地域でも今、

大きな災害が発生する可能性が高いと指摘されて

いる今、要援護者名簿の整備や共有化は、喫緊の

課題だと思います。未作成の自治体は、災害発生

時に要援護者の避難支援をどうするか、具体的な

計画が必要になり、消防、民生委員、自治会長だ

けでは限界があります。また、単身の要援護者も

多く、地域を挙げての取り組みが求められている

ところです。また、この要援護者名簿に要件から

漏れた方、介護認定の方、また障害区分から漏れ

た方の人に対しては、どのように対処するのでし

ょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） ただいま議員から

ご指摘のありました、本年６月に改正がありまし

て、来年の４月１日施行となって、その際に整備

が必要となる名簿につきましてですが、現時点で

は名簿整備に向けて準備を進めている段階でござ

いまして、その本来、援護の手を差し伸べるべき

人という選択ですね。選択といいますか、どうい

う基準で選ぶか、その名簿を作成するかという部

分については、先ほど議員からご指摘のあったよ

うな漏れが決してないようにということで、今、

協議を進めているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 要件から漏れた人に対し

てということで、本人の希望とか自治会長の判断

によって、名簿への掲載を柔軟に対応できるよう

な取り組みも必要かと思われます。 

  では、⑵のほうの質問に移ります。 

  この要援護者の名簿の策定が完成したと想定し

た上で、平時からの取り組みとして、やはりＮＰ

Ｏや障害者団体、市町村が連携した要援護者に避

難訓練の大切さを理解してもらうことも大事かと

思います。あらゆる事態を想定し、訓練に参加し

てもらうことが重要だと思われます。それでない

と、緊急時には大変難しいかと思います。迅速、

効果的な支援ができるように、日ごろからの市挙

げての防災訓練、自治会等の防災訓練にこの要援

護者、また障害者の方を取り組んでの防災訓練の

実施はしておりますでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 先ほど、１回目の

ご答弁で申し上げましたとおり、防災訓練におい

ては地域の自主防災組織の方々のご協力をいただ

いてということになります。その際に、例えば高

齢者の方で歩行が思うようにいかない方などが入

っていれば、訓練としては非常にレベルが高くな

るかなというところではありますが、そういった

場合もあくまでも訓練でございますので、参加を

いただける、いただけないという部分で多少違い

があるかと思います。実際に、障害者の方を指名

して参加をいただくということは行ってはおりま
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せん。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） ありがとうございます。 

  先ほど、避難所運営のシミュレーションはでき

ていますかということなんですけれども、この避

難所運営はあくまでも、例えば避難所運営の責任

者が被災されたということを想定した上で、誰で

も避難所を立ち上げられる、簡易な避難所運営の

手引きを作成してはいかがですかというような質

問をさせていただきました。どの避難所であって

も、責任者が被災されるということもあり得るこ

とです。ですから、一定水準の生活環境が実現で

きるような準備が必要と思われます。その上で、

やはり誰でもというか、ある程度の責任者を何人

か決めておいて、その方がもし被災された場合に

は、本当におそばにいる何人かの方が避難所を立

ち上げられる、そういうような組織も必要だと思

います。 

  また、避難所に高齢者などは足手まといになる

とか、障害者の方、子連れの方はみんなの迷惑に

なるということで避難所にも行かない場合もあり

ます。そういう在宅避難者に対して本市としては

どのような対応をするでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 障害のある方とか、

高齢者の方で足の不自由な方とかが実際に避難所

というところなのですが、市といたしましては、

地域福祉避難所という形で、そういった方も実際

に在宅ではなくて避難所で避難をしていただくと

いうような目的で整理をしてございます。例えば、

公民館とかそういったところで避難をしていただ

く際に、畳のある部屋はこういった方々に、例え

ば寝たきりの方々には畳ある部屋にとかそういっ

た振り分けをさせていただいて、避難をされてき

た際に、そういった名簿の中での整理もさせてい

だいて、何とか避難所で避難をしていただくとい

うふうな考え方もございます。 

  また、どうしても在宅という場合についても、

そういった方への援護という形のものについては、

整理をさせていただいております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） ありがとうございます。 

  先ほどのご答弁の中に、今年度から運営マニュ

アルができ、担当者の職員が配置されて、この間

は土砂崩れにおいての対応がスムーズにできたと

いうような心強いご答弁をいただきました。また、

防災士の資格を取られた方が、職員または自主防

の中にもたくさんいると思いますので、その方た

ちの力をお借りいたしまして、その避難所運営に

もぜひ力を発揮していただきたいと思います。 

  ⑶の小学校、中学校の体育館、公共施設に防災

倉庫の設備ということで今回質問をさせていただ

きました。市内小学校、中学校に全部の施設に訪

問することはできませんでしたけれども、何軒か

行った小学校、中学校にはほとんど防災倉庫はあ

りませんでした。その小学校の担当の方、先生が

言うには、災害対策本部から資機材が供給される

のを待っているんですよというふうに言いました

けれども、本当に待っている状態でいいのでしょ

うか。実際、本当に大きな災害のときは、対策本

部自体もてんやわんやで間に合わない状況だと思

います。 

  小学校、中学校は本当に指定避難所としてたく

さんの方が避難されることが想定されますので、

ぜひとも小学校、中学校におきましてはぜひ防災

倉庫を本当に緊急に活用の設置していただきたい

と思います。 
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  また、現在、空き教室を備蓄倉庫として活用し

ている小学校、中学校は何軒かあるのでしょうか、

お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 現在、空き教室等が防

災の倉庫ということで位置づけている学校はござ

いません。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） わかりました。空き教室

がないほど、ここは子育てというか、お子さんの

数が多いということなんでしょうけれども、です

から、逆に学校は施設の避難所として多くの方が

避難されることと思います。この学校施設の避難

所としての機能を強化することは、本当に市民の

安心安全の確保のために、緊急の課題だと思いま

して今回質問をさせていただきました。 

  また、先ほどのご答弁で、市内30カ所、45カ所

に、またこういう防災備蓄倉庫を設置するという

前向きのご答弁をいただいて、心強く思っており

ます。また、この15の公民館なんですけれども、

何軒かお邪魔して見せていただきました。やはり

防災倉庫の備蓄品がちょっと不足しているのでは

ないかなと思います。発電機やブルーシート、土

のうの袋、メガホン、灯油缶、ストーブはありま

したけれども、毛布とか備蓄米、炊き出しセット

などがありませんでした。 

  また公民館で災害時に、やはりこれも誰でも開

けられるようなシステムをつくっていないと、そ

の方がいないと鍵がどこにあるかわからないとか

そういうのもあるので、ぜひともこれも各自の公

民館で、こういうようなマニュアルというか、関

係担当者ができるようなあれを、市のほうからも

ぜひ呼びかけていただきたいと思います。 

  また、５番目の自販機の問題に移ります。 

  今、災害時協力ということでかなり災害に対応

できる自販機が各地域でふえてきております。本

市におきましても、先ほど災害時ベンダーに切り

替えるとか、これからメーカーとの災害時の応援

協定を結ぶということで前向きの検討をいただき

ました。今まで、もしわかる範囲で結構ですので、

この自販機においての那須塩原市における公共施

設の中の収入高というか、これはお幾らくらいだ

ったんでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 現在でございますけれ

ども、31カ所の施設にあるわけでございますけれ

ども、それで入ってきている使用料235万2,640円

という状況でございます。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） ありがとうございます。 

  やはりこれからはメーカーさんも地域貢献とい

う形で、かなり公共施設等に災害時のベンダーの

取り組みをしているところが多いんですけれども、

本市におきましてもこの31カ所、やはり入札制度

をとり、財源の確保をとるという意味で、これか

らも必要だと思います。また、ベンダー設置のと

きに、埼玉県の入間市の例なんですけれども、や

はり今までは使用料が少なかったけれども、この

入札にあわせて年間700万円くらいの確保ができ

たというようなお話も聞いております。 

  また、メーカーとの災害時の応援協定というこ

とで、各メーカーさんとの現在協定を結んでいる

メーカーさんがありますでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 現在、メーカーとの協

定は結んでおりませんけれども、今年度中にはメ

ーカーさんとの協定を締結すべく、現在、準備は
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進めているところでございます。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） ありがとうございました。 

  これからは、やはりそういうメーカーさんとの

地域貢献ということも大事なことなので、前向き

に進めていっていただきたいと思います。 

  ⑹の指定避難所に移ります。 

  この各家庭に配布されている指定避難所のマッ

プがあります。これは平成18年に策定されました

ので、やはり3.11前なので、この3.11により避難

所としての機能に適さなくなった施設が何カ所か

あると思われますけれども、それらの施設が何カ

所ありますでしょうか。また、新たな指定避難所

にかわる新たな場所、またそれに対して周辺の市

民への周知はどのようになされたでしょうか、お

願いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 先ほど、答弁で申し上

げましたとおり、今年度中には全避難所を見直し

も含めたことで現地調査はしてまいりたいという

ふうに考えておりますけれども、現在の状況では

９カ所ほどが指定避難所の解除をするような方向

でございます。 

  また、市民への周知でございますけれども、こ

れにつきましても今年度中に指定避難所の箇所と

か、土砂災害、洪水等に関するハザードマップ、

またあわせて道路冠水の危険箇所、これらをマッ

プにいたしまして、市民の皆様に配布をして周知

をしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 現在、マップに掲載され

ている65カ所の指定避難所のうち、今のご答弁で

９カ所が適さない施設になってしまったと、それ

をまた今年度中に再点検し、見直し、また市民へ

の周知も今年度中ということなんですけれども、

この９カ所が適さなくなった施設に関して、その

９カ所にかわる新たな場所というのは、もう設置

というか見込みは、もうかなり時間もたっていま

すので、大きな災害がないことが幸いなんですけ

れども、この９カ所にかわる新たな場所というの

は確保してあるのでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 確保できているところ

もございますけれども、まだ、確保に至っていな

いという箇所もございます。新たな指定避難所に

つきましては、当然、地域住民の皆さん方が避難

しやすい環境づくりというものが必要だろうとい

うふうに考えておりますので、これらにつきまし

ては、今年度中には決定ということでございます

けれども、なるべく早いうちに指定避難所という

形ができればというふうに考えておるところでご

ざいます。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 指定避難所案内、避難所

の場所はどういう方法で市民にお知らせしている

のでしょうか。誘導標識とかそういったような整

備の設置のご検討はありますでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 誘導標識等を現在はつ

けているところはございません。ただ、先ほど防

災マップの中にそれらを入れて、市民の皆さんに

周知をしていきたいということで申し上げました

けれども、それらの誘導看板等については、適当

な設置箇所があるかどうかも含めて検討をさせて

いただければというふうに思っております。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） すばらしいマップをつく
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っていただいても、なかなか市民の方は自分の家

に、わかりやすいところに張っているとかそうい

う方は少ないと思います。それで、やはりいざと

いうときの誘導標識なんかは、やはり目で見える

ということが一番大事かと思いまして、これはほ

かの市の例なんですけれども、地域の電力会社や

電話会社そういう電柱に避難所案内の看板を設置

されたそうです。民間会社２社と協定を結んで、

広告つきの避難場所を明示した看板を設置し、広

告主と２社が看板設置費用を全て負担し、市の費

用負担はないというようなこのような例もありま

す。 

  やはり私たちは、どうしても目で見て、特に女

性なんかはそうだと思うんですけれども、そうな

らないとわからないというようなこともあるので、

ぜひこの誘導標識についても設置に向けてご検討

をいただきたいと思います。 

  また、先ほどハザードマップを今回、今年度中

に作成するということなんですけれども、その記

載内容は本当に十分でしょうか。その危険箇所を

伝えるだけでなくて、どう避難すればいいか判断

できる情報も盛り込んでいただきたいと思います

けれども、この点をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） マップにつきましては、

現行のものよりは大きいような形で作成できれば

ということで進めておるところでございます。そ

ういった中に、洪水時のときの心得とか、土砂災

害時の心得、こういったものも盛り込められれば

ということで現在検討をしているところでござい

ます。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 障害者の方にもわかりや

すい配慮を、その中に盛り込んでいっていただき

たいと思います。 

  あと、道の駅、市内３カ所にありますけれども、

この道の駅はドライバーの憩いの場であり、地域

住民また観光客でかなりにぎわっているところで

す。やはりこれも地域防災計画の中に防災拠点と

しての防災上の位置づけを明確にすべきと考えま

すけれども、どうでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 先ほど答弁でも申し上

げましたけれども、その道の駅が防災拠点として、

どのような有効的な活用ができるかというところ

を明確にいたしませんと、なかなか防災計画に盛

り込むということも、難しいのではないかという

ふうに考えております。 

  基本的には道の駅そのものが防災拠点という位

置づけがされるということになれば、当然有効な

ことであるというふうに思っておりますので、そ

れは拠点としての活用が、どういったものができ

るかというものについては、なるべく早いうちに

検討をしてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（中村芳隆君） 市長。 

○市長（阿久津憲二君） この件について、今の質

問で道の駅という話題になっていますが、これを

いち早く提唱したのは国土交通省なんです。かな

り検討も部会があって進んでいまして、道の駅に、

ただ小学校、中学校というと体育館で全員が一つ

の場所へと、個室的ですか、こういうものを将来

備えたらいいだろうと、こういう案も国土交通省

のほうで検討がされておりまして、実はもう相当

早く私と副市長でその審議委員を訪問して、もし

那須塩原市にそういうものが可能であれば、何と

か検討をしていただけないかと、こういうことで

那須塩原市内の道の駅周辺の地図を、もう１年近
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く前ですか、その審議委員の有力な方にお届けを

したと、こういうことがあって、これは本当に水

面下の話ではございますが、国もそれをやろうと

している。 

  一義的にはコンビニを想定していたんですけれ

ども、コンビニって、パッと集まるとパッとなく

なっちゃうと、道の駅のほうが機能しやすいと、

こういうことは地方からも出たし、国がいち早く

検討に入ったと、こういう事柄なのでもし可能性

があればそういう大仕掛けになると思いますが、

おくれることなく検討をさせていただければと思

って、表でしゃべる話ってこの程度しかないんで

すけれども、そういう状況もございますので、ア

ヒルの水かきみたいな感じでお聞きをいただきた

いと思います。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） やはり不特定多数の人た

ちに、また市内、県外からも大勢のお客様が見え

る観光客でにぎわっている場所でもありますし、

やはり一日でも早く防災拠点化を本当に目指して、

安心安全のためにも対策を進めていただきたいと

思います。 

  では、７番目の女性の視点を生かすということ

で、3.11の東日本大震災を経験しまして、女性た

ちの声を届ける、女性が必要だということを実感

いたしました。３月11日の午後２時46分という時

間は、働き盛りの男性は地域にほとんどいません

でした。ですから、女性たちが地域を守らなけれ

ばいけないということは、女性自身が実感したこ

とだと思います。女性たちの声は重要だと思いま

す。今後、意思決定の場にしっかりと女性の声を

反映させていかなければなりません。那須塩原市

におきましても、各自治体、また防災会議の中に

女性登用も増加いたましたけれども、現在、本市

においての防災会議の女性登用は何人でしょうか、

お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 防災会議のメンバーで

ございますけれども、基本的に役職等で現在選ば

せていただいております。そういった中で昨年度

までは女性が１名入っておったわけでありますけ

れども、今年度に入ってからは女性という防災会

議の委員はゼロでございます。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 今回、防災会議のメンバ

ーはたしか45人になったと思われるんですけれど

も、昨年度までは１人いましたけれども、現在は

ゼロというのは、ちょっと驚きなんですけれども、

これではやはり女性の声が届かないんではないか

なと懸念されます。 

  また、先ほど避難所運営にも立ち上げたという

ことなんですけれども、避難所運営のほうには女

性は何人か加わっていますでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 避難所運営につき

ましては、15カ所の地域福祉避難所という形で職

員を配置しておりまして、こちらについては当然、

男性、女性ですね、ほぼおおむね半分半分くらい

の比率で配置をしてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） やはり、女性は男性が気

がつかないところに気がつくと思います。そのコ

ミュニティ形成が最大の防災対策であり、それに

は女性の視点が欠かせません。また、避難所の運

営に当たりましても、ほとんど要援護者の方をケ

アするのは女性です。女性の視点が欠かせません。

那須塩原市の防災会議におきましても、ぜひ女性
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の登用を２人、３人と登用していただきたいと思

います。 

  もっとも、やはり女性の声を防災対策の見直し

で本当にこれから検討委員会もあるでしょうし、

その中に仮称でありますけれども、女性部会とい

うことを設置し、女性の声を本当に反映できるよ

うな仕組みを、本当に那須塩原市におきましても、

前向きに考えていただきたいと思います。 

  やはり最も大切な防災対策は、あくまでも私た

ち一人一人の心がけです。地域の防災訓練などに

積極的に私たち女性も参加して、災害から命を守

る意識を高めていきたいと思います。 

  ２項目めに入ります。 

  ２項目め、子どもの命を守るため、児童虐待を

防止しよう。 

  11月は、厚生労働省が定める児童虐待防止推進

月間でした。そこでお伺いいたします。 

  ⑴本市の児童虐待の現状と種類別の児童虐待相

談件数をお伺いいたします。 

  ⑵相談があったケースの対応状況と今後の課題

をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） ２の子どもの命を

守るための児童虐待防止という部分について、お

答えをさせていただきます。 

  まず⑴の児童虐待の現状についてです。平成24

年度の状況につきましては、県北児童相談所と市

の機関で受けた本市の児童虐待の相談件数といた

しまして127件、前年比９件の減となっており、

県内では宇都宮市、小山市に次ぐ件数となってお

ります。 

  種類別の児童虐待相談件数につきましては、身

体的虐待が27件、性的虐待が２件、ネグレクト、

いわゆる育児放棄が43件、心理的虐待が55件で、

ネグレクトや心理的虐待が多い傾向にあります。 

  次に、⑵の相談があったケースの対応状況及び

課題について、お答えをさせていただきます。 

  児童虐待の相談があった場合、相談内容や相談

時の状況に応じて事実確認及び安全確認を行いま

す。児童虐待と確認できたときは、関係機関と連

携をとり、速やかに対応について検討をし、支援

を開始いたします。また、ケースによっては児童

相談所の指導を受け、支援を行っております。 

  今後の課題といたしましては、児童虐待は子ど

もの心身の発達及び人格の形成に重大な影響を与

えることから、早期に発見し対応することである

と認識しております。虐待の早期発見のためには、

市民の協力が不可欠であることから、市民が児童

虐待を見聞きしたときは、迷わず、速やかに関係

機関へ通報するよう、さらに周知活動に努めてい

きたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 児童虐待防止推進月間は、

オレンジリボン月間とも言います。皆様ご存じの

ように、オレンジリボンは2004年に小山市で２人

の幼い兄弟が虐待の末に亡くなった事件を受け、

小山市の市民団体などが虐待防止の啓発のために

2005年から始めたオレンジリボン運動のシンボル

マークと言われております。 

  オレンジ色は、子どもたちの明るい未来をあら

わしているそうです。しかし、連日のように子ど

もへの虐待が報道されております。また、県内に

おきましても乳児が虐待され死亡するという痛ま

しい事件が起きてしまいました。最近、県内外で

は父親が乳児を虐待する事件が相次いでおります。 

  厚生労働省によりますと、全国の207カ所の児

童相談所が、2012年度に把握した児童虐待件数が
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過去最高の６万6,807件となったそうです。1990

年度の調査開始以来、22年連続で最多を更新いた

しました。なぜこれほどにふえてしまったのでし

ょうか。今のご答弁にありましたように、本市は

やはり宇都宮、小山に次いで、人口が多いという

こともありますけれども、本当に件数が多いと聞

いております。虐待の背景には一体何があったの

でしょうか。本市のお考えをお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 先ほど答弁しまし

た件数につきましては、相談件数という形で答弁

をさせていただいております。この相談件数の捉

え方ですが、実際にはご近所の方が、隣とか、ア

パートなどで隣の部屋で子どもが長く泣いている

と、赤ちゃんが長く泣いているというようなこと

での相談などもかなり入っております。そのよう

に市民の目が虐待に向いていると、どうしても児

童虐待というのは家の中に隠れてしまいます。そ

ういう傾向にあります。 

  それを何とか周りの大人の目、市民の目で決し

て悲しい事態に陥らないように通報いただいてい

るというふうなことで、那須塩原市としてはこう

いった通報件数、相談件数が多いということは、

決してマイナスではないというふうに考えており

まして、さらにこういったご相談をいただけるよ

うに、例えばその周知の仕方としましては、小中

学生皆さんに年に１回はＳＯＳ相談カードという

もの、こちらについては子どもがみずから電話相

談ができるというふうなことの電話番号を案内し

た形のカードなんですけれども、全部平仮名と数

字で書かれていますが、こういったものをお配り

して、決して悲しい事態に陥らない前にというふ

うなことで、通報、相談をいただけるようなＰＲ

活動も行っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） ありがとうございます。 

  やはり先ほどの件数が多いというのは、それだ

け虐待に対して世間が関心を持ってきたというこ

との数字も入っているかもしれませんね。ありが

とうございます。 

  やはりこの那須塩原市におきましては、対象と

いうか何歳の子どもたちが一番被害を受けている

のでしょうか、また、今後の支援体制は親子の身

上をサポートするということで、いろいろな取り

組みもあるかと思いますけれども、また、今後の

課題としてどのようなことが取り組まれているの

か、お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 年齢別ですね、虐

待を受けたというふうなことで、または虐待を受

けているというふうなことで相談をいただいたお

子さんの年齢別の数字で、最も多いところは小学

生という状況にございます。実際にはこういった

お子さんの未然防止というところも、大きな課題

として本市は捉えておりまして、中学生、高校生

を対象としました命の大切さを学んでもらう機会

を、学校で展開をしております。 

  実際には生まれたばかりの赤ちゃんと同じ体重

で、ものによっては温かい体温も感じられるよう

な赤ちゃんを実際に教材として使いまして、お子

さん、赤ちゃんを抱っこしてもらうそういった性

教育も含めての部分なんですけれども、中学生で

は１年、２年、３年というふうに全学年で受けて

いただいておりますし、高校に行ってはやはり望

まれない妊娠を避けるための教育とかそういった

ものの中に、やはり命の大切さというものを学ん

でいただくというようなそういった授業といいま
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すか、学びを行っていただいているということで、

未然防止、それから赤ちゃんができて母親学級と

いうものにお母さん、それからご夫婦で来られる

ことがたくさんあるんですけれども、そういった

母親学級の中でも、生まれてくる命の大切さをし

っかりと学んでいただくというようなことで、未

然防止というところに今、本市としてはさらに力

を入れていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 今は、やはり小学生が対

象となっているというのが一番多いとお伺いいた

しました。この2012年度の件数の６万6,807件の

中で、親元で暮らせない子どもたちが４万8,000

人もいるということです。虐待を受けた子どもは、

自分の弱さが外に出ていらいらが募ると暴れて、

ひっきりなしに問題行動を起こすと言われており

ます。深刻な障害を残します。また、その子ども

が親になると、今度は我が子を虐待してしまうケ

ースが多く、虐待の連鎖が起きてしまうというこ

とです。やはり子育て中のお母さん方が、女性の

妊娠、出産、育児までの過程で切れ目のない支援

が重要かと思われます。 

  本市におきましても生後４カ月までの乳児の

「こんにちは、赤ちゃん」事業を実施されておる

と思いますけれども、そのような状況の中でそう

いうようなことが発見されることもあるかと思い

ます。また、先月、下野新聞の記事の中に、生後

１年たった母親の約半数は、自分が神経過敏にな

っていると感じた方が、絶望的な気持ちになるこ

とがあるという方が、25歳未満の若い母親にある

ということが調査になりました。やはり今はご近

所のつき合いも薄いですし、１人になっていろい

ろな悩みを抱えているお母さん方がいると思いま

す。そういうところで、本市におきましても保健

師の方が、やはり親身になって対応をしていって

あげたいと思います。 

  また、教育委員会、児童相談所、警察、学校関

係のネットワークが大事と思われますけれども、

このようなネットワークは、しっかりと那須塩原

市は取り組んでいるでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 今、ご指摘のネッ

トワークにつきましては、今、本当に議員さんが

おっしゃったような関係機関連携して行っており

ます。赤ちゃんが生まれるというふうなことで、

妊娠届を保健センターにお母さんが持って来られ

る。その段階から面接の中で赤ちゃんの愛着意識

とかそういったところもアンケートでとらせてい

ただいて、精神的にどうも不安を抱えているとい

うようなお母さんに対しては、フォローをさせて

いただきますし、そういった部分で必要な場合に

はその出産する病院との連携も図らせていただい

ています。また、生まれた後、その病院で何かお

母さんに不安なことがあれば、それも当然お母さ

んのご本人の同意をいただいた上で、保健センタ

ーのほうにまた情報が提供される。さらに先ほど

議員のほうでおっしゃっていました全戸訪問とい

う中で、母子推進委員がお話をする中で、それぞ

れ何かフォローが必要であれば、支援が必要であ

ればそれも情報共有させていただく。 

  そんなことで、今、本当に関連する機関が、当

然ご本人の同意をいただきながら、情報を共有し

て支援をさせていただくというようなことで、本

当に未然防止というところに力を注がせていただ

いております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） やはり出産後の母親を孤
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立させないためにも、父親の育児参加が積極的に

かかわる、イクメンの取り組みも重要かと思われ

ます。私たちにできることは、虐待の現場を見る

ことはなかなか難しいかもしれませんが、ふだん

から大人が地域の子どもを見守り、気遣う視点を

持つことが何よりも重要だと思います。これは児

童虐待であると思われる場合は、先ほども部長が

言われましたように、迷わず児童福祉担当や地域

の児童相談所に連絡することが、大事を小事にす

ることになると思います。また、市民への呼びか

けも市のほうからも周知徹底をお願いしたいと思

います。 

  では、３項目めに入ります。 

○議長（中村芳隆君） 質問の途中ですが、ここで

10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時００分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） では、３項目めの質問に

入ります。 

  質問に入る前に、３項目めの質問の中での資料

の提供の許可をお願いしたいと思いますけれども、

よろしいでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） ただいま、23番、平山啓子

君から申し出がありました資料使用につきまして、

会議規則第105条を準用し、議長としてこれを許

可いたしたいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 品物を見せてください。ど

ういうものを利用するか見せてください。 

  23番、平山啓子君の申し出を許可し、資料の使

用を許可いたします。 

○２３番（平山啓子君） 質問に入ります。 

  市民の足、「ゆ～バス」「予約ワゴンバス」に

ついてお伺いいたします。 

  10月１日から新たな路線も加わり、市民の足と

してゆ～バス、予約ワゴンバスがスタートして２

カ月が過ぎました。そこでお伺いいたします。 

  ⑴利用者の思いも複雑なものがあると思います

が、本市にはどのような声が届いているかお伺い

いたします。また、その利用者の意見を、今後ど

のように反映させるのかお伺いいたします。 

  ⑵市民の声を聞くための一つの手段として、各

バスや公民館等に市民要望箱を設置してはどうか、

お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 市民のゆ～バス、予約ワ

ゴンバスについての質問にお答えいたします。 

  市には利用者からどのような声が届いているか

とのご質問ですが、12月４日の藤村由美子議員に

お答えしたとおり、ゆ～バスについては黒磯駅、

西那須野駅を循環する路線ができたことにより、

便利になったという意見がある一方、循環する路

線には右回りと左回りがあり行き先がわかりづら

いというようなご意見もあり、予約ワゴンバスに

ついては、バス路線のなかった地域を運行する路

線ができて便利になったという意見がある一方、

利用当日に予約ができるようにしてほしいと、こ

ういうご意見もありました。 

  これらの意見を今後どのように反映させるかに

ついては、これから実施を予定しているアンケー

ト調査や実態調査も踏まえながら、試行期間の中

で検討を行い、利便性の向上に努めたいと考えて
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おります。 

  また、⑵の市民の声を聞くための手段として、

各バスや公民館等に市民要望箱を設置してはどう

かにつきましては、市民の皆様のご意見を広く継

続的に聞く必要がありますので、市民要望箱につ

いては、今後検討をしていきたいと思っています。 

  以上で、第１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） このバスの問題につきま

しては、先日、藤村議員のほうにいろいろ詳しく

ご答弁もなされました。その中で、１つだけお聞

きしたいと思います。今後、２年の試行運転とい

うことなので、調査委員を設けて委託料を使いな

がらいろいろなアンケート、聞き取りをするとい

うことだったんですけれども、この調査委員の構

成とか、人数、また調査方法、また期間はどのく

らいやるのでしょうか、この件についてお伺いい

たします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（古内 貢君） まず、このアンケ

ート、実態調査の中身でございますけれども、調

査につきましては人数何人というか、おのおの路

線ごとにアンケート調査、中に入って聞き取り調

査を行うとかいろいろ行いますので、総体的な人

数についてはちょっと把握しておりませんが、路

線ごとに調査委員は全て必要というふうに考えて

おります。 

  この調査の期間でございますけれども、12月議

会で議決後、１月から３月、遅くとも２月下旬か

３月初めまでには調査を完了いたしまして、３月

中には取りまとめたいというように考えておりま

す。そういう中で、３月末から４月の初めくらい

までには、何とか中身を精査しまして、見直しの

基礎に当てたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） ありがとうございます。 

  これで各路線ごとに、各バスに入って調査する

ということなんですけれども、やはりこれは年間

を通して冬の寒いときもあれば、夏の暑いときも

あると思うんですね。そういう中でのいろいろな

市民の要望というのは、多種多様になると思うん

ですけれども、１月から３月まででいいのかなと

思ったりもするんですけれども。あと、路線ごと

に中に入る、どのような方、これは公募か何かで

するんでしょうか、お聞かせください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（古内 貢君） この調査員の方で

すが、これは公募というか、市民の方ではなくて

委託をして調査員をお願いするというふうに考え

ております。 

  期間は、今後、この試行期間２年の中で、十分

市民の皆様の意見を聞きまして、それを調整でき

るところは十分調整して、よりよい公共交通をつ

くるという意味合いで、１月、２月のころに調査

をして、運輸局のほうの許可の関係もあるもんで

すから、10月に向けてという形の中で、今回こう

いった調査が限定的な期間になりますけれども、

議員がおっしゃいますように、先ほど市長が答弁

いたしましたが、市民要望箱、こういったものも

十分検討しまして、期間限定ではなくて今後、継

続的にそういったものも必要ではないかというこ

とで、今検討に入ったというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 23番、平山啓子君。 

○２３番（平山啓子君） 高齢社会の今、65歳以上

の免許保有率がかなり高くなってきております。

高齢者の交通事故もふえきている。年をとれば目
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も見えづらくなり、反射神経も鈍ってくるのは当

たり前です。仕方ありません。少しの判断ミスが

事故につながるため、高齢になれば運転リスクも

高くなります。高齢者の移動手段は一番多いのは

徒歩と聞きますが、自分の運転が２番目に多く、

タクシー、バスの利用は少ないと言われておりま

す。 

  マイカーの利便性を知っている人は、なかなか

ほかの手段には移れないものです。自分の運転に

かわる代替手段がデマンド型交通です。公共交通

は自治体の財源を圧迫しています。過疎地域では

人のほとんど乗らないバスを走らせるため、バス

会社に補助金を年間何百万円も出してきています。

ところが人口が減り、大きなバスは要らなくなり

ました。無駄に走らせるより、１台家の前まで来

てくれるほうが、利用者も喜ぶし効率もよいです。

そういう意味でも、デマンド型交通の期待、実施

する自治体がふえてきております。 

  なぜ人は都会に集まるのでしょうか。例えば東

京では、電車、バスの路線が網の目状になってお

ります。数分置きに走っていて移動に便利です。

人が住みやすいまちは移動しやすいまち、人が移

動しづらいまちには基本的には住みづらいと言わ

れております。人が住みやすいまちには外から人

が集まってくると言います。今回、この２年の試

行運転の中で、いろいろな調査をすると今言われ

ましたけれども、私、今回、市民要望箱を簡単に

お恥ずかしいんですけれどもつくってきました。

このようなものを各バス、また各公民館にはもっ

と大きいもので、いろいろなところに設置してい

ただいて、そうすれば本当に市民の生の声が聞け

るかと思います。やはり高い委託料も取られます。

少しでもその委託料の削減になればとの思いも込

めまして、この要望箱をつくらせていただきまし

た。ぜひともこれを普及して、皆さんでいろいろ

もっとかわいい箱もできますでしょうし、職員の

方の知恵をおかりして、やはり設置していってい

ただきたいと思います。 

  このデマンド交通は、やはりこれからの定住自

立に向けての大きな一つの要因ともなってくると

思います。 

  これで質問を終わります。ありがとうございま

した。 

○議長（中村芳隆君） 以上で、23番、平山啓子君

の市政一般質問は終了いたしました。 

  以上で質問通告者の質問は全て終了いたしまし

た。市政一般質問を終わりにしたいと思いますが、

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  市政一般質問を終わります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８７号及び議案第８８号

の質疑 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第２、議案第87

号及び議案第88号の２件を議題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 質疑がないようですので、

議案第87号及び議案第88号の２件に対する質疑を

終了することで、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８９号～議案第１０３号
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の質疑 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第３、議案第89

号から議案第103号までの15件を議題といたしま

す。 

  以上に対し質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 質疑がないようですので、

議案第89号から議案第103号までの15件に対する

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１０４号及び議案第１０

５号の質疑 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第４、議案第

104号及び議案第105号の２件を議題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 質疑がないようですので、

議案第104号及び議案第105号の２件に対する質疑

を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７９号の質疑 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第５、議案第79

号 一般会計補正予算案を議題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

  20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） それでは、議案第79号、

那須塩原市補正予算の質疑を行います。 

  補正予算書の16ページ、17ページになります。 

  民生費の中の児童福祉費の中の下のほうです。

放課後児童対策費についてお伺いいたします。 

  放課後児童対策事業として2,214万2,000円の増

額の補正になっておりますが、これについては国

庫補助の基準の見直しによるものだというふうに

説明が前にありました。公設に関して1,149万円、

民間に対して1,064万円なんですが、この国庫補

助の基準の見直しの内容につきまして、説明を願

いたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） お答え申し上げます。 

  今、ご質疑がありましたが、国庫補助の見直し

というよりも、むしろ当初見込んでおったそれぞ

れのクラブの児童生徒数の調整、あとそのほかに

加算分が幾つか、議員ご案内のように基本的な、

例えば指導員さんの手当、あるいはもろもろ大規

模加算であったり、あるいは特別な支援を要する

子の支援があったりと、当初見込んでおったより

もその内容が、若干それぞれのクラブ等でも変わ

っております。そんなことから、それぞれのクラ

ブごとの再計算ということで、基本的にはそのよ

うな移動によって増額補正ということでお願いを

したいと思います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） そういたしますと、こ

れは年度途中で学童保育がふえたという要因はな

い。人数がふえたことと、一人一人のお金がかか

る子どもがふえたとか、指導員がふえたとかそう

いう要因だということでよろしいわけですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 
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  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） 平均的なクラブには預

かってといいましょうか、その児童生徒数の増減

といいましょうかそちらの調整ということで、基

本的には議員ご案内のように国庫補助の基本額と

いうのが当然あります、３分の２ですから。それ

を基にはじき出すわけですが、その中身も例えば

従来ですと開設加算とか時間加算とか、こういっ

たものがありますがそれが見直されたということ

も一部要因はありますけれども、内容的には先ほ

ど申し上げましたように、そのクラブの１年間の

人数の調整そういったことが主要因ということで、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） この件についてはわか

りました。 

  同じページの上のほうになります。高齢者福祉

費の中で街中サロン事業が300万円増額になって

おりますが、これは多分東那須地区の那須塩原駅

東口にできた新しいところの事業のことかと思う

んですが、これは300万円増額になっている理由

をご説明いただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 議員ご案内のとお

り、那須塩原駅前の街中サロンの設置費用の部分

でございますが、こちらについては平成24年度中

に設置をするということで予算を計上しておった

んですけれども、24年度内の設置が実際には25年

度のほうにずれ込んできたということで、その費

用について今回補正をさせていただくということ

でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） そうしますと、この

300万円は、24年度の開設の予定だったところが

遅れて、このたび、この時期になって開設したの

ですか、もう開設はしているというふうに理解を

していたんですけれども。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 説明不足で申しわ

けありません。既に開設はしております。ただ、

予算のほうが実際には当初で既にもう開設が済ん

でいるという形で運営費ですね、３カ所分、運営

費700万円掛ける３カ所ということで2,100万円ほ

ど計上させていただいていた。ただ、当然開設の

ためですね、運営のためだけではなくて開設のた

めの300万円という部分が不足しておりました。

それを700万円の中から充てていただいて、今回

補正をさせていただいたという状況でございます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 了解いたしました。 

  同じページです。一番下のところの扶助費の中

の生活保護費が１億5,000万円増額になっている

ことについてお伺いいたします。 

  15億5,000万円で今回の補正で17億円になった

わけなんですが、生活保護費のこの増額について

は、被保護世帯数が増加したからだというような

説明だったと思いますが、この内容をもう少し詳

しく教えていただきたいのと、この際ですので、

一般財源に入っているものというものが、何の部

分なのかお答えいただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） まず、１つ目のご

質問で、今回１億5,000万円ほど追加をさせてい

ただいている部分でございますけれども、実際に

は世帯数の増加もなんですけれども、今回につい

ては増加となった部分については、医療機関への
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受診の部分ですね、これが実際には当初の見込み

よりもふえてきているというふうな状況があって、

不足分を補うためのものでございます。 

  一般会計の中に入っているものというふう

な……、一般財源ということでございますれば、

基本的には国から４分の３参ります。実際に例え

ば医療機関の入院費などについては、多少県のほ

うで見てくれるという部分も制度的にはあるんで

すけれども、おおむね市の持ち出しは４分の１と

いう形で運営をしております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） その点、わかりました。

生活保護費については、もともと医療費の分が大

変高いというか割合が多いというふうに思うんで

すが、改めて全額生活保護の方はお金が要らない

ということになっているんですが、この医療費１

人当たりにするとどのくらいの額に見込んで増額

をしているかについて、お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 今、手持ちの資料

ですと、１人当たりではなくて全体の金額なんで

すが……、すみません。例えば見込みですと医療

扶助全体でこれが前期で８億2,000万円見込んで

いる中で、実際に医療扶助費については４億

3,000万円ほど見込んでいると、占めている、医

療扶助が４億3,000万円を占めているというふう

な状況。後期についても見込みについては80億円

ほどの中で、医療扶助については３億7,000万円。

失礼いたしました。８億円ほどの中で３億7,000

万円ほど見込んでいるということで、実際に世帯

数が現時点で781となっておりますので、実際に

はまた人数的にはおおむね400万円くらいに、人

数で割りますとそのくらいにはなるというふうに

なっております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） ただいま１人当たりに

すると400万円というお答えがあったんですけれ

ども、それは本当ですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 急ぎの計算で間違

えました。40万円です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 了解いたしました。 

  それで、これ一般的な話になるかもしれないん

ですが、生活保護の中の医療費につきましては、

これは普通の国保などの１人の平均よりも、もと

もと多いというような形で決算が出ていたり見込

んでいるものなのかについてだけ、お伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 実際には、これま

での実績に基づいて医療扶助等は算出させていた

だいておりますので、国保の１人当たり、または

世帯当たりという部分の比較は、特にこの算出上

は行ってはおりません。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 了解いたしました。こ

れで終わります。 

○議長（中村芳隆君） 13番、磯飛清君。 

○１３番（磯飛 清君） 執行計画書の11ページ、

土木費であります。その中に道路管理費の中に新

規事業で歩行帯設置、東那須野金田線とあります

が、まずこの道路は金田線なんですけれども、ど

こからどこまでの道路を指しているか、まずお伺



－309－ 

いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） この場所につきまし

ては、先ごろの交通事故、児童の事故が起きたと

いう箇所でございまして、那須塩原駅の方から大

田原の方へ向かってきますとＹ字路になってござ

いますが、今度改良をする予定の箇所がそのＹ字

路で分かれておりますが、既に改良してあるＹ字

路から大田原市の境まで、この区間が約1,300ｍ

ほどございますが、その区間が対象になってござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 13番、磯飛清君。 

○１３番（磯飛 清君） 私も多分そうかなとは思

ったんですが、確認の意味でお伺いいたしました。 

  それで、この予算の中で側溝改修と新規事業を

合わせて818万7,000円と計上されておりますが、

今回、新規で歩行帯設置をする工事についての予

算、それとどのような形の歩行帯になるか、また、

あの道路は従前よりカーブが多い道路ということ

で、住民の方から登校する際、大変危険だという

ような声も聞いておりますが、この先、この工事

だけでその区間は終わりか、それともさらに延長

して工事を進める予定があるかをお伺いいたしま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 路側帯の設置の費用

でございますが、先ほど言いました約1,300ｍの

設置で、費用としましては330万円程度を見積も

っておりまして、予定しておりまして、内容につ

きましては、現在の道路につきましては２車線、

片側１車線ずつの中央線が入ってございますが、

それを警察との協議の中で、歩行者の通行帯を拡

幅するために、センターラインを消して、除去し

まして、消去しまして歩行者が歩けるような路側

帯の幅を広げるというようなことで考えておりま

す。 

  そういった中で、この先はどのようにやるのか

ということでございますが、現在、あそこの道路

につきましては、もう整備されている路線でござ

いますので、そういった形での対応を予定してお

りますが、その手前、今年度改良予定の箇所につ

きましては、そういったできるだけ歩行者の方が、

歩道ではございませんが歩けるようなスペースを、

広くとるような対策をしておりますので、そうい

った整備に現在のところはなってございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 13番、磯飛清君。 

○１３番（磯飛 清君） 最後に確認をさせていた

だきます。 

  工事内容等々については理解いたしましたが、

この道路は一昨年でしたか、通学路の安全点検が

なされたと思うんですが、この道路、あるいは場

所を特定するのは難しいと思うんですが、この通

学路については、危険箇所として指摘があった道

路か、場所かその辺を確認できていればお聞かせ

ください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 緊急点検の中の危険

箇所には該当していなかったというふうに考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ほかにございませんか。 

  ６番、鈴木伸彦君。 

○６番（鈴木伸彦君） 25年度12月補正予算執行計

画書の９ページ、６款１項５目畜産業費の堆肥セ

ンター管理運営事業301事業の131万1,000円の補
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正ですが、内容が燃料、それから車両用燃料等で

47万7,000円、それから光熱水費、電気、水道で

83万4,000円、これはふだんどれだけ使っている

かわからないんですが、補正でこれは結構金額が

大きいような気がするんですけれども、こういう

金額になった理由をちょっと教えていただけます

か。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいまの堆肥セ

ンターの管理運営事業についての予算のご質問で

ございます。 

  燃料費につきましては、これは燃料費の値上が

りによる分が若干含まれており、さらに堆肥場内

での運搬の業務、ローダー等のいわゆる運搬作業

が増加しているといったようなことと、そのほか

堆肥の運搬の業務がふえているといったような状

況から、補正をお願いするものでございます。 

  それから、光熱水費の電気、水道につきまして

は、これはスラリーが昨年、前年度に比較しまし

てかなり搬入が増加しているということでござい

ます。この電気というのは、最初に搬入いたしま

すキルンというドラム缶の電気の動力で動かす大

きな装置があるわけでございますが、それの稼働

率が上がってきているといったような状況から、

電気料の補正についてもお願いをするものでござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ６番、鈴木伸彦君。 

○６番（鈴木伸彦君） 要するに、運営の中で処理

する量がふえたということと、それから場内の移

動がふえたということなんですが、同じ量だった

ら移動がなぜふえたかというのが、ちょっと金額

が燃料費にしては燃料代が上がったという、電気

代が上がったという以上にそっちの処理量のほう

がふえたのかなと思う。そうすると、じゃ、これ

に見合うだけの処理量の推移というのは、どのよ

うに変わっているかのご説明をいただけますか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま電気料の

値上げのほかに、その量の増加ということの推移

がどうなのかというご質問でございますけれども、

スラリーが従前に比較しますと、今般、25年度に

つきましては24年度との比較の中で54.4％増加し

ております。トン数に換算しますと約280ｔ増加

しているといったような状況から、いわゆるキル

ンの稼働が非常に上がってきているといったよう

なことから、この電気代等の不足が生じたという

ことで、お願いをしたいということでございます。 

○議長（中村芳隆君） 21番、相馬義一君。 

○２１番（相馬義一君） 予算執行計画書の１ペー

ジの２項５目総務費補助金でございます。 

  このたび地域の元気臨時交付金が５億7,416万

2,000円と計上されておりますが、この５億7,400

万円の算定した算定の方法についてお伺いすると

ともに、この事業交付金、どのような事業に使え

るものなのかお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） この地域の元気臨時交

付金でございますけれども、この交付金につきま

しては、平成25年１月11日に閣議決定されました

日本経済再生に向けた緊急経済対策、これに基づ

きまして沿って行われる各種事業の地方負担を軽

減する目的で措置をされたというものでございま

す。 

  本市におきましては、道路、橋などの防災安全

交付金、水道、水資源、施設整備交付金、農山漁

村地域整備交付金などで、地方負担として７億
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8,163万2,000円の要望をしたところでございます。

そういった中で、国におきましては財政力指数な

どを考慮いたしまして、本市の交付率が0.734568

という交付率が示されました。そのようなことで、

先ほどの７億8,163万2,000円に交付率を掛けたも

のが、５億7,416万2,000円という内容のものでご

ざいます。 

  また、これの事業でございますけれども、基本

的には平成24年度と25年度予算に計上された事業

費が該当になるわけでございまして、補助事業と

単独事業に分かれます。補助事業につきましては、

国の建設公債これにつきましては、建設公債とい

うものは国が直接行う建設事業や地方に対して交

付する建設事業費の補助金などが該当するわけで

ございますけれども、この公債の発行対象経費、

または建設公債の対象ではなく、かつ建設地方債、

建設地方債というものは、市が建設事業の財源と

するために借り入れるお金でございますけれども、

これらの発行対象経費であるものというものが打

ち出されております。 

  また、単独事業といたしましては建設地方債の

発行対象経費、または基金の積み立ての財源とす

るものというものが、これらに該当をするものが

この交付金を活用できるという内容のものでござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 21番、相馬義一君。 

○２１番（相馬義一君） なぜこれをお聞きしたか

と申しますと、昨年ですか、やはり政権がかわっ

た後、このような臨時的な交付金が出ました。そ

の中で、当初予算において大きな交付金、多額な

交付金が得られたということは大変事務方の仕事、

大変しっかりやっているなと思いました。 

  その中で、今回この新たな地域の元気臨時交付

金をこのような５億7,000万円いただいたと、こ

のことについて非常に私はしっかりしているなと

いう意味でお聞きをしました。そういう中で、そ

の事業の中で１つだけお聞きします。 

  ２ページにあります大田原地区広域消防組合の

負担金、どうしてこの補正で負担金というこの説

明をお願いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） これにつきましては、

あくまでも一般財源を予定していたものを、この

交付金を活用して財源の変更をするということで、

こちらの消防組合の負担金に6,500万円ほどの充

当をしたというものでございます。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） 平成25年度12月の補正予算

執行計画書の７ページなんですが、一般会計歳出

の３款民生費で、永田保育園整備事業の1351事業

の中で、新規としまして遊具等撤去、灯油倉庫設

置707万7,000円補正が出ているんですが、この内

訳と、あと灯油倉庫設置の規模なんですけれども、

結構700万円というと高額になるかと思うんです

が、どのような規模のものを設置するのか、内訳

を教えてください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 永田保育園を建て

かえる際に、現在の施設の一部を活用して仮設園

舎等も設営しながら保育園の業務を継続しながら、

新園舎に移行というふうなことで考えておりまし

て、まず、遊具の撤去につきましては、実際には

使えるものがそんなに残らない形なものですから、

実際にはおおむねブランコとかですね、そういっ

たものを実際に残す形でちょっと移設をして、残

せないものについてはほぼ撤去と、処分という形

になります。 
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  灯油倉庫なんですけれども、今、実際に使って

いる灯油倉庫が老朽化をしてしまうものですから、

こちらについては新園舎の際に使えるものという

ことで、今回設置をいたします。ちょっと灯油倉

庫の見積書が……、実際には灯油タンク等も設置

できるくらいの強度の物、当然、火災等の発生が

起きないというか、危険物を管理するのに十分な

機能を有するものということで設計をさせていた

だいております。ちょっと倉庫の大きさについて

は、ご容赦いただければと思います。すみません。 

○議長（中村芳隆君） ほかにございませんか。 

  12番、鈴木紀君。 

○１２番（鈴木 紀君） 執行計画書の12ページか

ら１点だけお聞きしたいと思います。 

  ９款消防費の中で消防車両、車体文字書きかえ

等で18万2,000円上がっていますけれども、これ

について詳細を伺いたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  塩原支所長。 

○塩原支所長（渡邊勝美君） ただいまの９款消防

費の消防施設管理費の補正で18万2,000円の内容

でございますが、これにつきましては昨年３月で

すか、ある部で夜のパトロール中なのですが、不

慮の事故を起こしてしまいました。その後、走行

しようとしていたんですが走行不能というふうな

状態になってしまいました。その後の対応としま

しては、消防署に予備車両がございますので、そ

の車両を一時お借りしております。借りた状態と

いうことなもんですから、現在、黒磯、西那須野

地区でこれから使用可能な車両が出てくるまでの

間、それを使わせていただくということでいたわ

けなんですが、今回その黒磯地区のほうから、塩

原のほうへ回せる車両のめどが立ったというふう

なことで、それに伴う標識等の書きかえというふ

うな内容でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 24番、植木弘行君。 

○２４番（植木弘行君） 先ほど、星議員のほうで

質疑をしたときに、関連でちょっとお伺いしよう

かなと思って押したんですが、鈴木議員が真ん中

に入りましたので、簡単にこの永田保育園、７ペ

ージにあるんですが、整備事業の中で遊具撤去、

それから灯油倉庫設置ということで、これは大体

内容については星議員のほうでお聞きいただいた

のでわかりましたが、いつごろから始まるのか、

それでいつごろ終わるのか、それと位置ですね、

今の保育園の位置に対してどの辺の位置にできる

のか。私の隣のうちなものですからいろいろお聞

きされるとすぐお答えできないと困るものですか

ら、その辺ちょっとお伺いしておきたいと思いま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 実際には、今回の

補正を議決いただいた後に、早急にこの撤去作業

については取りかからせていただいて、今年度中

に実際には完了させたい。既存園舎の解体につき

ましては、26年度に入りましたらば、こちらにつ

いては当初予算のほうでさらにご審議をいただく

ようにはなるかと思うんですけれども、着手させ

ていただいて、本体工事については26年６月から

27年２月を予定させていただいております。 

  外構工事についても、この期間に着手をさせて

いただこうと思っております。当然、園舎周りの

擁壁等については、早期に着手をさせていただい

て、建物を建ててしまうと工事ができない部分が

当然ございますので、その部分については早目に

手だてをさせていただいて、本体工事にかかると

いうようなことで、実際には27年４月には新しい

園舎で保育が始まるという形にはなりますし、そ
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の27年度についても、多少既存の建物、古いほう

の建物の解体とか、残った外構工事とかというの

を実施するようにはなってくるかと思います。そ

のような状況でご理解いただければと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁漏れがありますので、

お願いします。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 建物の位置でござ

いますが、今、既存の建物自体を、ある程度半分

使うという形になってきます。新園舎については、

多少現在位置よりも……、灯油倉庫の位置で。す

みません。失礼いたしました。危険物倉庫の位置

ですね。危険物倉庫の位置につきましては、現在

の位置がちょっと図面上には落ちていないんです

が、新しいものにつきましては実際には建物のち

ょうど北側の角のところに設置を予定しておりま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（中村芳隆君） 質疑がないようですので、

議案第79号 一般会計補正予算案件に対する質疑

を終了することで、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

  会議の途中ですが、ここで昼食のため休憩いた

します。 

  午後１時会議を開会いたします。 

 

休憩 午後 零時 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ここで保健福祉部長より発言があります。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 先ほどの一般会計

の補正予算の関係で、星宏子議員からご質問いた

だいた部分で、答弁できなかったところについて、

ちょっと説明をさせていただきます。 

  灯油倉庫設置工事費につきましては、3.2㎡の

規模で耐火構造とするために、工事費については

109万2,000円を予算として計上させていただいて

おります。残りの598万5,000円が遊具等の撤去工

事費の額でございます。大変失礼をいたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８０号～議案第８５号の

質疑 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第６、議案第80

号から議案第85号までの特別会計補正予算案件６

件を議題といたします。 

  以上に対し、質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（中村芳隆君） 質疑がないようですので、

議案第80号から議案第85号までの特別会計補正予

算６件に対する質疑を終了することで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８６号の質疑 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第７、議案第86

号 企業会計補正予算案件を議題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（中村芳隆君） 質疑がないようですので、

議案第86号 企業会計補正予算案件に対する質疑

を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１０６号～議案第１１２

号の質疑 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第８、議案第

106号から議案第112号までのその他の案件７件を

議題といたします。 

  以上に対し、質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（中村芳隆君） 質疑がないようですので、

議案第106号から議案第112号までのその他の案件

７件に対する質疑を終了することで異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発議第１４号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第９、発議第14

号 予算審査特別委員会の設置並びに議案の付託

についてを議題といたします。 

  本件は、那須塩原市議会委員会条例第６条及び

第７条第１項の規定並びに市議会先例により、議

員全員をもって構成する予算審査特別委員会を設

置し、議案第79号から議案第86号までの８件につ

いて付託いたします。 

  審査方法は分科会方式とし、会期日程に従い審

査を行い、17日火曜日に全体会を開催し、特別委

員会としての採決をいたしたいと思いますが、異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、議員全員をもって構成する予算審査特

別委員会を設置し、議案第79号から議案第86号ま

での８件について、付託の上審査すること。審査

方法は分科会方式とし、会期日程に従い審査を行

い、17日火曜日に全体会を開催し予算審査特別委

員会として採決することに決しました。 

  お諮りいたします。 

  予算審査特別委員会の委員長及び副委員長を、

議長指名としたいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、予算審査特別委員会の委員長に23番、

平山啓子君、副委員長に12番、鈴木紀君、19番、

若松東征君、14番、眞壁俊郎君をそれぞれ指名い

たします。 

  予算審査特別委員会は、委員会日程に基づき審

査を行い、本会議最終日、委員長は登壇の上、審

査結果の報告を願います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案の各常任委員会付託につい

て 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第10、議案の各

常任委員会付託についてを議題といたします。 

  ただいま上程中の各議案については、審査のた
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め各常任委員会に付託いたします。 

  議案第87号から議案第112号までの26件につい

ては、お手元に配付の議案付託表のとおり所管の

委員会に付託したいと思いますが、異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案付託表のとおり各常任委員会に付

託いたします。 

  関係常任委員会は、委員会日程に基づき審査を

行い、本会議最終日、各委員長は登壇の上、審査

結果の報告を願います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎請願・陳情等の関係委員会付託

について 

○議長（中村芳隆君） 次に、日程第11、請願・陳

情等の関係委員会付託についてを議題といたしま

す。 

  新たに提出された請願１件、陳情１件について

は、既に配付いたしました請願・陳情文書表のと

おり、総務企画常任委員会に付託したいと思いま

すが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、請願・陳情等文書表のとおり総務企画

常任委員会に付託いたします。 

  総務企画常任委員会は、委員会日程に基づき審

査を行い、本会議最終日、委員長は登壇の上、審

査結果の報告を願います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（中村芳隆君） 以上で本日の議事日程は全

て終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 １時０７分 

 

 




